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〒355-0807埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL：0493-56-6123  FAX：0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

 新年度となり、新たな生活が始まる季節となり

ました。いづみも新入職員を迎え入れます。 

今後も職員や利用者様の豊かな表情とともに、

いづみの取り組みを発信して参ります。 

編集責任者  たかい  

 

このたび、令和 7 年 4 月 1 日付けでいづみケアセンター施設長に就任いたしました、小林美穂でござい

ます。まず、初めにこれまでのいづみケアセンターを支えて下さった利用者さま・ご家族、また地域の皆様

に心より感謝申し上げます。 

いづみケアセンターは平成 9 年の 11 月、滑川町に唯一の介護老人保健施設として開設されました。創

設者の工藤浩三先生が、診療を通じてこの地で暮らすお年寄りのために、またそのご家族・地域のために

お役に立ちたいと設立されました。開設後 27 年の月日が経ちましたが、中庭を広く囲んだ回廊式建物は

今でも明るく風通しのよい広々とした空間となっています。全長170㍍の回廊はお散歩をしながら四季折々

の植栽を楽しんでいただける小路となっています。創設者の「施設らしくない暮らしの空間」というコンセプト

は今なお息づいております。また、多くのお年寄りが「自宅で暮らしたい」と切に願っておられ、この願いを

叶えるため、自立支援施設としてリハビリテーションに重点を置きました。どうしたら自宅で生活が可能とな

るのか、多職種にてサービスを提供し、多くの利用者さまの在宅復帰をご支援させていただいております。

多くの利用者さまが在宅復帰を果たされ、自宅に帰られる際の喜び溢れる笑顔は私たちの大きな励みと

なっております。今後は、このような創設者の意思をしっかりと受け継ぎ、地域の皆様に愛されるような施

設を継承して参りたいと思います。 

私は、子どもの頃からこの比企地区で育ち、現在まで、この地域といづみケアセンターに育てていただき

ました。たくさんの利用者さまとの出会いの中から、人生を学ばせていただいております。「どう生きるの

か」利用者さまから教えていただいています。また、利用者さまの喜びを自分の事のように喜び、利用者さ

まの苦悩を自分の事のように心配する介護の仲間たちから、介護の真髄を教えて頂いてきました。介護と

いう仕事は、介護を提供するだけでなく、学びの多い職場であることに大変感謝致しております。 

今後になりますが、更なるサービスの質の向上を目的に、職員の一人ひとりのスキルアップを推進して

参ります。そのためには、職員全体のチームワークを大切にし、スタッフ間での情報共有やコミュニケーシ

ョンを積極的に行っていく所存です。地域の皆様、利用者さまが「いづみに来て良かった」と感じていただけ

るような施設を作りあげるために、日々努力を重ねて参ります。これからのいづみケアセンターがさらに発

展し、皆様に愛され続ける場所であり続けられるよう、全力を尽くして参りますので、今後ともどうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

■リハビリ通信 

施設長就任のご挨拶 

施設長 小林 美穂 

■ スタッフブログ 

広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設 

での取り組みや、日々の行事等を載せています。 

是非一度下記 URLにてご覧下さい。 

 

 

 

 

■地域貢献活動 「テーマ：最新の介護テクノロジー導入による充実した生活支援」 

」 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 

３月２６日に令和６年度地域の元気づくり教室を開

催致しました。今回は、今年度導入した介護ロボット

やインカム、見守りシステムといった ICT機器を紹介

させて頂きました。この様な技術を取り入れること

で、介護職員の人手不足を補い利用者様の直接的

なケアに関わる時間を捻出することが狙いです。 

地域の方々へ向けた活動・交流行事の開催 

■第 3回滑川さくらまつりに出店してきました 

 

※個人情報保護の観点から職員の氏名はひらがな表記とさせて頂いております。 

いづみケアセンターは、施設類型の最高位

である「超強化型」に分類されており、在宅復

帰や在宅生活の支援に力を入れています。 

訪問リハビリも行なっており、ご自宅でその

方らしい生活のために、個々人に合わせた心

身の賦活に取り組んでいます。 

 

訪問リハビリの様子 

 

３月３０日、晴天の中滑川さくらまつりが開催されまし

た。今年もブタまんズの豚まん、あんまんの販売を通して

地域の方々と交流して参りました。多くの職員やいづみ関

係者にも足を運んで頂き大変賑わいました。お蔭様で商

品も全て完売です。今後とも滑川地域の方々との関わり

を大切に活動を続けて参ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節分の鬼退治 
2月 3日節分「鬼は外！福は内！」元気な声で豆まきがスタート

しました。今年も沢山の声援と飛び交う豆を浴びながら、鬼役の

スタッフ達が大熱演でした。いづみの中を駆け巡り利用者様から

豆を浴びて健康祈願。楽しい雰囲気の中、季節の行事を楽しんで

頂きました。 

 

 入所課 雛祭り        癒しの檜湯 

 

通所にて雛祭りを開催しました。利用者様には雛人形を作成して頂き展

示しました。とても可愛らしい雛人形が完成しました。 

利用者様からも好評で出来上がった人形を嬉しそうに眺めている姿がと

ても印象的でした。今回も完成した作品の出来栄えを語り合いながら和気

あいあいとした楽しいレクの時間になりました。 

埼老健大会に参加しました 

3月 5日に開催された埼玉県介護老人保健施設大会に参加しました。 

埼玉県内から多くの老健が集まり、施設の取り組みを発表。永年勤続表彰や当施設から選ばれ

た介護百人一首の優秀歌 3名の表彰が行われました。また、座長をこばやしさんが務めています。 

いづみケアセンターからは、以下の３演題を発表して参りました。今年もいづみの職員が活躍した

大会となりました。 

通所レク 雛祭り 

今年も新年恒例行事、開運お

みくじで運試し！「大吉」や「中吉」

それぞれ今年一年を占う瞬間に

皆様ワクワクドキドキ！懐かしい

綿アメと、体が温まる甘酒も提供

させて頂きました。新春企画にピッ

タリな楽しい時間になりました。 

 

桃の節句。甘酒と雛あられを提供しました。 

雛あられと甘酒の組み合わせが好評でした。 

楽しい時間となりました。 

 

   

 

 

 

新年会 開運おみくじ！ 

しまざきさん  「利用者の心に寄り添う在宅復帰アプローチを試みて」 

うちださん   「いつ起きるかわからない災害への備え」 

爽やかな香り！癒しの檜湯が季節の湯に新た

に加わりました。檜ボールが湯舟に浮かび手に取

ると爽やかな香りが楽しめます。 

たざきさん   「在宅復帰の成否を左右する要因に関する一考察」 


